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12月
9月

6月

上郷町第 1回ボッチャ大会上郷町第 1回ボッチャ大会
16チームが参加し、2 月、3月に120 試合を開催。
冬場の運動不足解消と懇親を図りました。
ボッチャとは、3 人一組みで、ジャックボール（目標球）と呼ばれる白いボールに、赤・青のそれぞ
れ６球ずつのボールを投げたり、転がしたり、他のボールに当てたりして、いかに近づけるかを競う。

◆ 3 月定例会の概要　   P2
◆令和 5 年度当初予算注目事業 P3
◆予算等審査特別委員会 P4

◆一般質問 12 人市政を問う P7

◆学んで行動する議会へ P19

主な内容
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定例会

　

令
和
５
年
３
月
定
例
会
を
、

　

令
和
５
年
３
月
定
例
会
を
、

２
月
２
月
2121
日
か
ら
３
月

日
か
ら
３
月
1010
日
ま
で

日
ま
で

のの
1818
日
間
の
会
期
で
開
催
し
、

日
間
の
会
期
で
開
催
し
、

一
般
質
問
は

一
般
質
問
は
1212
人
の
議
員
が
市

人
の
議
員
が
市

政
を
問
い
ま
し
た
。

政
を
問
い
ま
し
た
。

　

市
が
提
出
し
た
案
件
は
、
全

　

市
が
提
出
し
た
案
件
は
、
全

3232
議
案
で
、
令
和
５
年
度
一
般

議
案
で
、
令
和
５
年
度
一
般

会
計
予
算
を
含
む
予
算

会
計
予
算
を
含
む
予
算
1515
件
、
件
、

条
例
条
例
1212
件
、
そ
の
他
５
件
を
審

件
、
そ
の
他
５
件
を
審

議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

可
決
・
承
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で

　

ま
た
、
最
終
日
の
本
会
議
で

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

は
、
人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満

了
に
伴
う
人
事
案
件
５
件
及
び

了
に
伴
う
人
事
案
件
５
件
及
び

議
員
発
議
に
よ
る
条
例
２
件
を

議
員
発
議
に
よ
る
条
例
２
件
を

同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

議
員発

議

　

今
定
例
会
で
は
、
議
員

発
議
案
（
条
例
２
件
）
が

提
出
さ
れ
、
可
決
し
ま
し

た
。

◆
発
議
案
第
１
号

遠
野
市
議
会
の
個
人
情

報
の
保
護
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　

法
律
改
正
に
伴
い
、
議

会
に
お
い
て
個
人
情
報
保

護
に
関
す
る
制
度
に
つ
い

て
新
た
に
条
例
を
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
も
の
。

◆
発
議
案
第
２
号

遠
野
市
議
会
政
務
活
動

費
の
交
付
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

議
員
の
調
査
研
究
の
基

盤
強
化
の
た
め
、
政
務
活

動
費
の
額
を
月
額
１
万
円

に
す
る
も
の
。

人
権
擁
護
委
員

　
多
田　
功
一 

氏

　
白
石　
健
也 

氏

　
菊
池　
秀
男 

氏

　
宮
島　
慶
子 

氏

　
荒
川　
泰
子 

氏

月
定
例
会

月
定
例
会

33

3月臨時会 一般会計補正予算第 11 号を可決しました。

・配合飼料価格高騰等に係る畜産振興緊急対策に係る予算
・スクールバス車内置き去り防止対策に係る予算

定例会及び臨時会の YouTube 配信をしています。
定例会及び臨時会終了後、2 週間ほどで動画を掲載します。
下記アドレスもしくは QR コードからアクセスしてご覧ください。

http://www.youtube.com/@user-re4he9dj9b

YouTube 配信開始

未来のための投資５年度
予算

持続可能なまちを目指して

注目
① 空き家等リノベーション推進事業費空き家等リノベーション推進事業費

22億億500500万円万円
　再生可能な建物をリノベーション（新たに価値を加える改装）する　再生可能な建物をリノベーション（新たに価値を加える改装）する
ことで、移住者や技能実習生などへの住環境整備、宿泊や飲食店、シことで、移住者や技能実習生などへの住環境整備、宿泊や飲食店、シ
ェア事務所など新たな活用へ。ェア事務所など新たな活用へ。
　財団法人を設立して、人が行き交う潤いのあるまちづくりに挑戦する。　財団法人を設立して、人が行き交う潤いのあるまちづくりに挑戦する。

注目
② DMOで新たな観光まちづくり事業費DMOで新たな観光まちづくり事業費

1,4651,465万円万円
　新たな観光推進体制（DMO）による持続可能な観光まちづくりに　新たな観光推進体制（DMO）による持続可能な観光まちづくりに
取り組む。取り組む。
※DMO（観光地域づくり法人）とは※DMO（観光地域づくり法人）とは
　 地域の「稼ぐ力」を引き出すため「観光地経営」の視点に立った舵取り役として、　 地域の「稼ぐ力」を引き出すため「観光地経営」の視点に立った舵取り役として、

多様な関係者が協働しながら地域でお金が回る戦略を実施する法人のこと。観光入多様な関係者が協働しながら地域でお金が回る戦略を実施する法人のこと。観光入
込客数や宿泊客数、消費額の目標達成に向け、ニーズの把握やイベントの見直し、込客数や宿泊客数、消費額の目標達成に向け、ニーズの把握やイベントの見直し、
観光スポットの開発が期待される。観光スポットの開発が期待される。

注目
③ 安心子育て・ママの里推進事業費安心子育て・ママの里推進事業費

459459万円万円

一般会計の予算 189億5000万円（　　　  　  ）前年度比で
18億4000万円の増額

議会が注目した３つの新規事業

補正予算の
主 な 事 業

　空き家、空き店舗は、
地域の財産。
　利活用したい方とのマ
ッチングが大切。ソフト
事業の取り組み強化を。

　観光に関係する多くの
住民や関係者が係わって
いくことが必要。
　プロモーションの見直
しも。

　生涯を通じた健康を守
る取り組みが重要。
　こころの悩みを含め、
気軽に相談できる体制の
充実も。

議員の思い

議員の思い

議員の思い

①ウィメンズチャイルドクリニック構想①ウィメンズチャイルドクリニック構想
（市民の健康を守る産婦人科・小児科のかかりつけ医）（市民の健康を守る産婦人科・小児科のかかりつけ医）
②産前産後ケア②産前産後ケア
③女性と子どもの健康への寄り添い③女性と子どもの健康への寄り添い
④安心の地域医療④安心の地域医療
この 4つの視点を一体的に検討し、将来のニーズに対応する環境を作る。この 4つの視点を一体的に検討し、将来のニーズに対応する環境を作る。
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定例会

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
16
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
佐
々
木
恵
美
子
議
員
、
副
委
員
長
昆
明

美
議
員
）
は
、
予
算
15
件
、
条
例
12
件
、
そ
の
他
５
件
に

つ
い
て
付
託
を
受
け
、
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な

質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
議
案
を
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
提
供
な
し

敬
老
会
の
開
催
は

問　
個
人
情
報
保
護
法
の

改
正
に
伴
い
、
令
和
５
年

度
か
ら
個
人
情
報
を
提
供

で
き
る
範
囲
が
厳
格
化
さ

れ
る
。
各
地
区
セ
ン
タ
ー

に
個
人
情
報
を
提
供
で
き

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
今

後
の
敬
老
会
の
開
催
方
法

は
。

答　
高
齢
者
の
名
簿
の
提

供
は
で
き
な
い
の
で
、
小

さ
な
拠
点
を
中
心
と
し

て
、
名
簿
づ
く
り
、
手
挙

げ
方
式
等
知
恵
を
出
し
合

い
な
が
ら
対
応
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問　
敬
老
会
は
、
次
世
代

交
流
、
元
気
確
認
、
生
き

が
い
に
つ
な
が
る
と
思
う

が
市
と
し
て
の
考
え
は
。

答　
こ
れ
ま
で
の
地
域
、

各
町
で
の
敬
老
会
は
、
そ

の
地
域
独
自
で
、
特
色
あ

る
工
夫
を
重
ね
て
開
催
し

て
き
た
。

　

開
催
に
あ
た
っ
て
の
困

り
ご
と
、問
題
等
に
対
し
、

相
談
や
支
援
を
行
っ
て
い

く
。こ

れ
か
ら
農
業
を

始
め
る
人
を
応
援

問　
新
規
就
農
を
増
や
す

た
め
の
取
り
組
み
は
。

答　
遠
野
な
ら
で
は
の
魅

力
と
し
て
ホ
ッ
プ
・
わ
さ

び
が
あ
り
、
集
中
的
に
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
進
め
て
い
き

た
い
。

　

令
和
５
年
度
の
新
規
就

農
に
向
け
て
、
稲
作
や
肉

用
牛
、
露
地
野
菜
に
取
り

組
み
た
い
と
い
う
相
談
を

受
け
て
お
り
確
実
に
支
援

し
た
い
。

問　
新
規
就
農
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
体
制
は
。

答　
市
、
農
協
、
県
の
普

及
セ
ン
タ
ー
と
相
談
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
経
営

発
展
支
援
と
し
て
、
機
械

や
牛
の
導
入
経
費
に
つ
い

て
支
援
が
で
き
る
制
度
も

あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
角
度

か
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
、
新

規
就
農
の
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

国
保
税

引
き
上
げ
、
な
ぜ

問　
な
ぜ
こ
の
時
期
の
引

き
上
げ
か
。
軽
減
策
は
な

か
っ
た
か
。

答　
国
保
税
は
３
年
に
一

度
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
が
、
今
ま
で
コ
ロ
ナ
禍

の
経
済
停
滞
で
こ
れ
を
見

送
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ

の
ま
ま
で
は
運
営
資
金
が

令
和
６
年
度
に
枯
渇
し
て

し
ま
う
と
い
う
状
況
に
あ

る
こ
と
か
ら
今
回
や
む
な

く
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
た

も
の
。

　

激
変
緩
和
措
置
と
し
て

一
般
財
源
を
充
当
し
、
急

激
な
上
昇
を
抑
え
る
よ
う

努
め
て
い
る
。

消
防
団

年
額
報
酬
ア
ッ
プ

問　
消
防
団
報
酬
額
の
改

正
理
由
と
そ
の
内
容
は
。

答　
災
害
が
多
発
化
・
激

甚
化
す
る
昨
今
、
消
防
団

の
役
割
も
多
様
化
し
て
い

る
。
消
防
団
員
数
の
減
少

に
よ
り
、
消
防
団
員
一
人

一
人
の
負
担
が
大
き
い
。

総
務
省
消
防
庁
通
達
に
合

わ
せ
、
消
防
団
員
の
処
遇

改
善
が
不
可
欠
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
現
在
の
年
額
報

酬
に
一
律
１
万
３
千
４
０

０
円
を
増
額
す
る
。

こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

ふ
る
さ
と
村
と
水
光
園

問　
現
在
の
ふ
る
さ
と
村

と
水
光
園
の
経
営
状
況

は
。

答　
ふ
る
さ
と
公
社
が
目

指
し
た
も
の
は
ふ
る
さ
と

村
と
水
光
園
の
そ
れ
ぞ
れ

の
収
支
改
善
で
あ
っ
た
。

両
施
設
は
こ
れ
ま
で
の
３

年
間
で
の
黒
字
転
換
は
難

し
い
が
、
赤
字
幅
は
圧
縮

さ
れ
て
き
て
い
る
。

問　
ふ
る
さ
と
商
社
が
引

き
継
い
だ
あ
と
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
。

　

今
後
、
根
本
的
な
収
支

改
善
を
は
か
る
た
め
に
地

元
の
皆
さ
ん
の
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
観
光
客

を
ど
う
呼
び
込
む
か
戦
略

が
必
要
に
な
る
。

　

ふ
る
さ
と
村
は
教
育
旅

行
誘
致
、
水
光
園
は
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
シ
ン

ボ
ル
施
設
と
し
て
特
徴
づ

け
を
行
う
な
ど
、
市
も
関

係
団
体
と
連
携
し
て
積
極

的
に
支
援
し
、
ふ
る
さ
と

商
社
へ
の
一
元
化
を
進
め

て
観
光
振
興
を
は
か
っ
て

い
く
。

増
え
る
市
税

東
工
業
団
地
の
影
響
は

問　
市
税
が
増
額
に
な
っ

て
い
る
根
拠
は
。

答　
給
与
所
得
が
令
和
４

年
度
回
復
し
て
き
て
お

り
、
さ
ら
に
令
和
５
年
度

は
よ
り
一
層
所
得
が
増

え
、
税
収
が
回
復
す
る
と

見
込
ん
で
い
る
。

問　
東
工
業
団
地
に
会
社

が
集
積
す
る
こ
と
に
よ
り

市
民
税
、
法
人
税
、
固
定

資
産
税
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
か
。

答　
東
工
業
団
地
に
集
積

が
進
む
と
償
却
資
産
の
投

資
も
増
え
る
と
思
わ
れ

る
。
さ
ら
に
従
業
員
が
市

内
居
住
者
で
あ
れ
ば
所
得

割
も
伸
び
て
い
く
と
推
測

し
て
い
る
。

問　
遠
野
市
内
の
既
存
事

業
所
の
法
人
税
に
対
す
る

見
込
み
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
る
か
。

答　
コ
ロ
ナ
以
前
に
近
い

伸
び
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

情
報
技
術
で

便
利
な
生
活
に

問　

住
民
票
の
写
し
な

ど
、
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
が
導
入
さ
れ
る
が
、

地
区
セ
ン
タ
ー
に
も
導
入

し
て
は
。

答　
専
用
の
端
末
が
必
要

で
あ
り
、
多
額
の
費
用
が

必
要
に
な
る
。
効
率
性
、

合
理
性
、
安
全
性
な
ど
を

考
慮
し
、
よ
り
よ
い
方
向

を
考
え
て
い
く
。

問　
購
入
す
る
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
は
。

答　
空
撮
ド
ロ
ー
ン
１
機

を
購
入
す
る
。
ま
た
操
作

で
き
る
職
員
を
３
名
育
成

し
、
防
災
面
等
で
活
用
し

た
い
。

問　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
な
ど
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
に
行
け
な

い
方
へ
の
対
応
を
。

答　

市
役
所
等
で
の
受

付
、
地
区
セ
ン
タ
ー
や
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
会
場
で
の
出
張

申
請
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

今
後
は
介
護
施
設
や
事

業
所
に
出
向
い
て
サ
ポ
ー

ト
す
る
。
ま
た
、
個
別
の

き
め
細
か
い
対
応
に
も
取

り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

農
地
問
題
を
解
決
す
る

「
未
来
の
設
計
図
」

問　
こ
れ
ま
で
の
※
１
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
の
違
い
は
何
か
。

答　
こ
れ
ま
で
※
２
実
質

化
さ
れ
て
き
た
本
市
の
地

域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
対
し
、
令
和
５
年
度
か

ら
令
和
６
年
度
末
ま
で
に

具
体
的
に
※
３
目
標
地
図

を
作
成
す
る
こ
と
が
法
律

で
定
め
ら
れ
た
こ
と
に
併

せ
て
中
心
経
営
体
を
位
置

付
け
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　
目
標
地
図
を
作
る
た

め
の
具
体
的
な
方
法
は
。

答　
農
地
利
用
集
積
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
、
農
業
委
員
、

農
地
中
間
管
理
機
構
駐
在

員
と
の
連
携
に
よ
り
、
ま

ず
は
現
状
の
把
握
か
ら
集

落
単
位
で
進
め
て
い
く
予

定
に
な
っ
て
い
る
。

問　
集
落
へ
の
周
知
及
び

取
り
組
み
方
法
は
。

答　
農
協
、
関
係
団
体
含

め
、
実
践
に
あ
た
っ
て
の

意
識
統
一
を
図
り
な
が
ら

地
域
全
体
に
周
知
し
て
進

め
て
い
き
た
い
。

※�

１�

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
　
地
域
の
高
齢
化
や
農
業
の
担

い
手
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

５
年
後
、
10
年
後
ま
で
に
、
誰

が
ど
の
よ
う
に
農
地
を
使
っ
て

農
業
を
進
め
て
い
く
の
か
、
地

域
の
話
し
合
い
に
基
づ
き
取
り

ま
と
め
る
プ
ラ
ン
で
、
地
域
農

業
の
担
い
手
を
「
中
心
と
な
る

経
営
体
」
と
呼
び
、
農
地
の
集

積
計
画
や
利
用
図
を
作
成
し
、

地
域
に
お
け
る
将
来
的
な
農
地

利
用
の
「
設
計
図
」
を
描
い
て

い
く
も
の
。

※
２�

実
質
化

　
対
象
地
区
内
の
過
半
の
農
地

が
、
近
い
将
来
の
農
地
の
出
し

手
と
受
け
手
（
中
心
経
営
体
）

が
特
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

※
３�

目
標
地
図

　
農
業
を
担
う
者
ご
と
に
利
用

す
る
農
用
地
等
を
定
め
、
こ
れ

を
地
図
に
表
示
す
る
。

期
待
さ
れ
る

ふ
る
さ
と
納
税

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は

年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

返
礼
品
は
物
だ
け
で
な
く

他
に
遠
野
の
魅
力
を
発
信

で
き
る
も
の
が
あ
る
か
。

答　
返
礼
品
は「
物
消
費
」

だ
け
で
な
く
、
観
光
体
験

な
ど
の
「
コ
ト
消
費
」
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
き
た

い
。

問　
今
後
の
増
収
対
策
は

ど
う
い
う
も
の
か
。

答　
既
存
の
返
礼
品
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
よ

う
な
特
産
品
化
の
伴
走
型

支
援
を
進
め
、
ま
た
遠
野

の
取
り
組
み
を
伝
え
、
リ

ピ
ー
タ
ー
の
確
保
を
図
り

た
い
。

安
心
し
て
子
育
て
で
き

る
医
療
体
制
に
向
け
て

問　
新
規
事
業
︱
安
心
子

育
て
・
マ
マ
の
里
推
進
事

遠野の美味しい根わさび

ポンプ操法訓練をする消防団

農林水産省経営局 資料より
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（文責本人） QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます市 政 を 問 う
業
の
内
容
は
。

答　
近
隣
市
町
村
の
人
口

動
向
な
ど
を
見
な
が
ら
、

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療
需
要

調
査
や
産
婦
人
科
小
児
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
事
業
計

画
、
運
営
プ
ラ
ン
な
ど
の

構
想
の
検
討
資
料
と
し

て
、
安
心
子
育
て
マ
マ
の

里
推
進
プ
ラ
ン
作
成
業
務

の
委
託
や
医
師
招
致
活
動

な
ど
を
行
う
も
の
。

問　
検
討
委
員
会
で
出
た

意
見
は
。

答　
24
時
間
体
制
の
大
き

な
病
院
で
出
産
す
る
方
が

安
心
で
あ
る
た
め
、
出
産

は
中
央
に
集
約
す
る
時

代
。

　

自
治
体
の
役
割
は
産
前

産
後
の
ケ
ア
で
あ
る
等
の

意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
う
い
う
意
見
や
調
査

を
踏
ま
え
、
構
想
を
組
み

立
て
て
行
く
。

空
き
家
の
有
効
活
用
で

地
域
活
性
化
へ

問　
財
団
を
設
立
す
る
理

由
は
。

答　

市
内
に
あ
る
空
き

家
、
空
き
店
舗
、
空
き
ス

ペ
ー
ス
を
有
効
活
用
し
、

地
域
内
の
循
環
型
経
済
活

動
に
つ
な
げ
る
こ
と
で
、

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

直
結
す
る
と
判
断
し
た
。

問　
遠
野
市
全
体
の
活
性

化
に
結
び
付
く
も
の
か
。

答　
市
内
全
域
を
対
象
に

し
て
い
る
の
で
、
地
域
の

再
生
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
事
業
の
進
め
方
は
。

答　
市
民
フ
ァ
ー
ス
ト
で

よ
り
多
く
の
声
を
聴
き
な

が
ら
進
め
て
行
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問　
空
き
家
を
利
活
用
し

た
い
人
へ
の
Ｐ
Ｒ
方
法
は
。

答
※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し

た
物
件
を
活
用
し
て
も
ら

う
た
め
の
戦
略
、
宣
伝
な

ど
、
ソ
フ
ト
事
業
が
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　

建
物
を
改
装
し
、
新
し
い
価

値
を
加
え
る
こ
と

新
た
な
観
光
ま
ち
づ
く

り
が
は
じ
ま
る

問　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
で
観
光
ま
ち

づ
く
り
を
行
う
と
し
て
い

る
が
、
そ
の
事
業
の
内
容

は
。

答　
観
光
誘
致
で
あ
り
、

そ
こ
で
生
ま
れ
た
お
金
を

市
内
に
循
環
さ
せ
る
仕
組

み
を
作
る
場
所
が
Ｄ
Ｍ
Ｏ

で
あ
る
。
こ
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、現
在
、

観
光
協
会
、
ふ
る
さ
と
商

社
な
ど
９
団
体
で
協
議
を

重
ね
て
い
る
。

問　
市
民
が
関
わ
る
機
会

は
あ
る
の
か
。

答　
今
ま
で
遠
野
の
観
光

を
支
え
て
き
た
の
は
多
く

の
市
民
で
あ
り
、
市
民
の

声
を
活
か
し
て
い
く
た
め

に
、
機
会
を
と
ら
え
現
場

に
入
り
対
話
を
重
ね
て
い

き
た
い
。

遠
野
遺
産

認
定
し
た
あ
と
は

問　
遠
野
遺
産
認
定
後
の

状
況
は
。

答　
遠
野
遺
産
の
認
定
数

は
現
在
１
６
９
件
で
、
認

定
後
の
保
存
活
用
に
つ
い

て
は
、
各
地
区
セ
ン
タ
ー

に
交
付
さ
れ
て
い
る
３
０

０
万
円
事
業
の
中
で
、
修

理
な
ど
が
出
来
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
る
。
認
定
取

り
消
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

問　
遠
野
遺
産
の
維
持
管

理
の
た
め
の
支
援
や
助
言

は
。

答　
認
定
件
数
も
多
く
な

っ
て
お
り
、
維
持
管
理
は

課
題
と
捉
え
て
い
る
。
地

域
か
ら
の
声
を
重
視
し
、

活
用
の
仕
方
や
修
繕
の
仕

方
に
対
す
る
新
た
な
補
助

に
つ
い
て
は
、
今
後
、
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い

く
。

問�

　
市
が
目
的
と
し
て
い
た

「
小
さ
な
拠
点
」
と
現
状

は
一
致
し
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

当
市
は
地
区
セ
ン
タ
ー

と
い
う
特
徴
を
生
か
し
な

が
ら
、
小
さ
な
拠
点
に
よ

る
地
域
づ
く
り
と
い
う
方

策
を
と
っ
て
き
た
と
理
解

し
て
い
る
。
課
題
が
見
え

て
き
た
時
期
で
も
あ
る
の

で
、
み
ん
な
で
解
決
し
、

努
力
を
す
る
時
期
と
捉
え

て
い
る
。

問�

　
「
小
さ
な
拠
点
」
に
よ

る
地
域
づ
く
り
の
今
後
の

方
向
性
は
。

答
（
市
長
）�

　

一
緒
に
ま
ず
努
力
す

る
。
今
後
は
、
話
を
し
な

が
ら
取
り
組
み
、
意
見
を

い
た
だ
け
れ
ば
生
か
し
て

い
き
た
い
。

千田 由美子 議員

『
小
さ
な
拠
点
』に
よ
る
地
域
づ
く
り
の

　
　
　
　
　
　
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は適正規模に満たない小学校の

　　　　　　　　統廃合の検討を

一問一答方式

問�
　
統
廃
合
の
計
画
時
期
を

検
討
す
る
べ
き
で
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

遠
野
市
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
記
載
さ
れ
た

と
お
り
、
地
域
と
の
関
わ

り
を
も
っ
て
教
育
課
程
を

進
め
る
こ
と
を
重
視
し
、

当
面
は
現
在
の
小
学
校
11

校
を
維
持
す
る
。

問�

　
少
人
数
学
級
に
お
け
る

現
状
と
課
題
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

小
学
校
11
校
の
う
ち
、

６
校
が
複
式
学
級
を
有
し

て
お
り
、
約
54
％
の
小
学

校
で
複
式
に
よ
る
指
導
を

し
て
い
る
。

　

複
式
学
級
や
少
人
数
学

級
に
お
け
る
授
業
は
各
小

学
校
で
工
夫
し
た
取
り
組

み
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

へ
対
応
し
て
い
く
。

問�

　
保
護
者
の
不
安
を
取
り

除
く
た
め
、
保
護
者
や
地

域
と
の
意
見
交
換
会
な
ど

行
う
べ
き
で
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

今
年
度
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
取
り
組

み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

学
校
運
営
協
議
会
や
、
学

校
部
会
等
で
、
保
護
者
や

地
域
の
方
々
の
意
見
を
直

接
伺
う
機
会
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

教育長 	 	現時点では計画はない。少子化の状況を
注視し、保護者や地域の声を大切にする

その他の質問
◦ コミュニティスクール

の本格実施について

市
長	

課
題
が
見
え
て
き
た
。

	

　
皆
で
解
決
す
る
よ
う
に
努
力
を
し
て
い
く小さな拠点イメージ図

（国土交通省）

検討委員会（わらすっこ支援委員会ワーキング）の様子

大切な地域の宝
である遠野遺産

第168号  宝領神社第168号  宝領神社

小学校の適正規模へ
向けての取り組みは

（※写真はイメージ）

第 8 号  宇迦神社拝殿及び旧跡一里塚石碑第 8 号  宇迦神社拝殿及び旧跡一里塚石碑

第158 号  長作堤防の記念碑とその周辺第158 号  長作堤防の記念碑とその周辺
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（文責本人） QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
職
員
に
は
法
令
順
守
、

守
秘
義
務
が
あ
る
の
で
研

修
が
必
要
と
思
う
が
。

答
（
市
長
）�

　

重
要
な
こ
と
、
団
体
職

員
で
あ
っ
て
も
住
民
の

様
々
な
事
情
に
接
す
る
か

ら
、
守
秘
義
務
は
当
然
の

こ
と
。

　

職
員
研
修
は
行
っ
て
い

く
。問�

　
高
齢
者
の
通
院
や
買
い

物
及
び
除
雪
等
支
援
を
行

っ
て
い
る
「
小
さ
な
拠
点

は
」
ど
れ
だ
け
あ
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

地
域
の
個
性
が
あ
る
と

思
う
。
い
ろ
い
ろ
な
形
で

助
け
合
い
を
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
、
市
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た

い
。問�

　
中
山
間
の
「
集
落
機
能

加
算
事
業
」
の
実
施
や
多

面
的
機
能
も
含
め
て
事
務

は
、
小
さ
な
拠
点
が
行
っ

て
は
。

答
（
市
長
）�

　

協
力
し
て
行
う
の
は
可

能
と
考
え
る
。

問�

　
持
続
可
能
な
経
営
を
目

指
す
中
で
、
市
民
に
認
め

ら
れ
る
企
業
体
に
す
る
た

め
に
同
社
を
ど
の
よ
う
に

導
い
て
い
く
か
。

答
（
市
長
）�

　

ま
ず
ス
タ
ッ
フ
や
関
係

者
が
懸
命
に
頑
張
っ
て
い

る
と
い
う
事
を
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
。

　

今
後
議
論
が
必
要
と
な

る
が
、
不
採
算
部
分
を
ど

う
す
る
か
、
合
理
化
を
続

け
て
ゼ
ロ
に
す
る
か
、
再

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
か
で
あ

る
が
、
新
た
な
プ

ラ
ン
を
皆
で
考
え

て
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
す
べ
き
だ
と
思

う
。
そ
れ
は
今
ま

で
支
え
て
く
れ
た

先
人
、
働
い
て
く

れ
た
人
達
へ
の
感

謝
の
思
い
で
も
あ

る
。問�

　
観
光
推
進
基
本

構
想
の
中
で
、
観

光
協
会
と
ふ
る
さ

と
商
社
の
機
能
分

担
を
ど
う
考
え
る

か
。答

（
市
長
）�

　

遠
野
観
光
の
中
心
は
観

光
協
会
で
あ
る
。
現
在
の

業
務
を
大
事
に
し
て
い
き

た
い
。
ふ
る
さ
と
商
社
は

遠
野
の
観
光
プ
ラ
ン
を
活

用
し
こ
れ
を
販
売
す
る
商

社
業
務
を
担
っ
て
欲
し

い
。観

光
振
興
を
担
う
Ｄ
Ｍ

Ｏ
（
観
光
地
域
づ
く
り
法

人
）
を
つ
く
る
た
め
に
、

今
、
協
会
、
商
社
と
多
く

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
で
協
議
を

重
ね
て
い
る
。

一問一答方式

菊池 美之 議員

問�

　
宮
守
総
合
支
所
は
合
併

前
と
同
じ
状
態
で
保
っ
て

こ
ら
れ
た
そ
の
よ
う
に
思

わ
れ
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

合
併
以
前
と
の
比
較
は

難
し
い
。
１
０
０
％
の
維

持
が
合
理
的
か
簡
単
に
申

し
上
げ
ら
れ
な
い
。

問�

　
支
所
の
職
員
は
合
併
当

時
27
名
か
ら
現
在
７
名
に

ま
で
減
っ
て
い
る
、
こ
れ

で
も
支
所
機
能
は
保
た
れ

て
い
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

過
去
の
差
配
と
決
断
は

分
か
ら
な
い
が
、
も
う
一

度
宮
守
町
を
し
っ
か
り
見

つ
め
な
お
す
。

問�

　
宮
守
町
は
取
り
返
し
の

つ
か
ぬ
ほ
ど
寂
れ
た
ま
ち

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
総

合
支
所
の
機
能
回
復
に
向

け
た
検
証
が
必
要
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

総
合
支
所
が
縮
小
さ

れ
、
飲
食
店
が
厳
し
い
事

は
承
知
し
て
い
る
。

　

熱
い
宮
守
町
再
生
に
向

け
る
。

問�

　
宮
守
総
合
支
所
の
機
能

再
建
な
ど
、
宮
守
町
再
生

の
検
討
を
行
う
と
の
ご
意

思
は
お
あ
り
か
。

答
（
市
長
）�

　

状
況
に
応
じ
て
適
宜
判

断
し
て
行
く
。

問�

　
未
だ
小
さ
な
拠
点
は
な

に
を
す
る
の
と
の
声
が
あ

る
、
総
会
は
全
員
参
加
型

と
し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

良
い
考
え
と
思
う
。
地

域
の
規
約
で
出
来
る
。

問�

　
地
区
セ
ン
タ
ー
職
員
の

身
分
は
。

答
（
市
長
）�

　

団
体
職
員
で
あ
る
。

問�

　
地
区
セ
ン
タ
ー
に
世
帯

表
が
配
備
さ
れ
閲
覧
で
き

る
と
聞
く
が
。

答
（
市
長
）�

　

住
民
票
は
備
え
付
け
て

い
な
い
、
目
的
外
使
用
は

で
き
な
い
の
で
自
由
に
閲

覧
は
で
き
な
い
。

市
長	

自
主
性
の
な
い
と
こ
ろ
に

	

成
功
は
な
い

佐々木 敦緒 議員

小
さ
な
拠
点
の

　
　
　
　

目
指
す
姿
は 一問一答方式

次世代につなぐ
　　宮守総合支所

市長 	宮守町の再生に向ける

位
置
付
で
、
紹
介
の
仕
方

に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
。

問�

　
日
本
農
業
ク
ラ
ブ
全
国

大
会
に
お
い
て
、
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
遠
野
緑
峰

高
校
の
エ
ゴ
マ
麺
普
及
、

展
開
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

全
国
大
会
二
度
目
の
最

優
秀
賞
受
賞
に
と
て
も
感

動
し
た
。
彼
ら
の
将
来
の

た
め
に
な
り
、
本
市
に
と

っ
て
も
素
晴
ら
し
い
こ

と
。
今
後
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
欲
し
い
し
、
そ
れ
を

応
援
し
て
い
き
た
い
。

問�

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
を
活
用
し
た

市
内
産
直
の
回
遊

策
の
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
内
産
直
に
は

特
徴
的
な
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。

そ
れ
を
あ
ら
ゆ
る

方
法
で
発
信
す
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
と
て
も

重
要
で
あ
る
。

　

観
光
全
体
の
中

で
の
産
直
と
い
う

市
長	

様
々
な
見
地
か
ら
皆
さ
ん
の

　
　
　

		

取
り
組
み
を
応
援
し
て
い
く

六
次
産
業
の
活
性
化
の

　
　
　
　
　
　
　

取
り
組
み
は

六次産業の概略図です。
緑峰高校ではエゴマでこ
の取り組みを実践し、全
国大会で発表しました。

遠野ふるさと商社の
　役割発揮をどう考える

市長 	今後議論が必要だが、
	 　地域商社として大きな役割を担う組織である 築くことができるでしょうか

小さな拠点

宮守総合支所を再建して、宮守町を寂れからの復活を地域商社とは、地域の資源を磨き上げて地域内外に販売する
組織のことです。
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問�

　
「
教
育
的
な
ニ
ー
ズ
」

有
り
無
し
の
判
断
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

一
人
で
も
い
れ
ば
、
対

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
が
教
育
本
来
の
姿
で
あ

る
。

問�
　
県
内
で
も
、
生
ま
れ
育

っ
た
地
域
で
学
べ
な
い
高

校
生
が
多
い
。

　
組
織
と
制
度
の
壁
は
あ

る
が
、
関
係
者
の
力
を
ま

と
め
上
げ
、
特
別
支
援
学

校
高
等
部
分
教
室
の
設
置

を
先
導
的
に
求
め
て
は
ど

う
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が

あ
り
、な
か
な
か
難
し
い
。

　

次
期
支
援
学
校
整
備
計

画
の
策
定
に
合
わ
せ
、
県

教
委
に
要
望
す
る
な
ど
、

市
長
部
局
と
連
携
し
な
が

ら
、
特
別
支
援
教
育
の
充

実
に
取
り
組
む
。

問�

　
生
徒
と
親
御
さ
ん
の
声

を
聞
く
考
え
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

生
徒
の
思
い
を
し
っ
か

り
と
受
け
止
め
、
保
護
者

の
思
い
も
大
切
に
す
る
。

ぜ
ひ
ご
意
見
を
伺
い
た

い
。

問�

　
「
先
導
的
共
生
社
会
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
」
と
し
て
、

教
育
行
政
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
。

答
（
教
育
長
）�

 

※
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

の
理
念
が
重
要
。

　

関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
特
別
な
支
援

を
必
要
と
す
る
幼
児
児
童

生
徒
一
人
一
人
の
教
育
的

な
ニ
ー
ズ
に
切
れ
目
な
く

対
応
す
る
。

　

共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な

い
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
っ
て
い
く
。

※�

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
と
は

…
　
す
べ
て
の
子
ど
も
を
受
け
入

れ
る
教
育
を
指
し
ま
す
。

　
「
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
条

約
」
で
は
、
障
が
い
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
同
じ
よ
う
に
教
育
の

機
会
が
与
え
ら
れ
、
個
々
に
合

わ
せ
た
「
合
理
的
配
慮
」
を
受

け
ら
れ
る
教
育
シ
ス
テ
ム
が
必

要
だ
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

問�

　
県
立
花
巻
清
風
支
援
学

校
遠
野
分
教
室
が
担
っ
て

い
る
教
育
的
・
社
会
的
な

意
義
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

分
教
室
と
小
中
学
校
の

交
流
は
、
障
が
い
の
有
無

に
関
わ
ら
ず
、
豊
か
な
人

間
性
を
育
ん
で
い
る
。

　

卒
業
後
に
お
い
て
も
、

分
教
室
の
児
童
生
徒
に
と

っ
て
は
、
様
々
な
人
々
と

支
え
合
っ
て
生
き
て
い
く

力
と
な
り
、
積
極
的
な
社

会
参
加
に
つ
な
が
っ
て
い

る
。
障
が
い
の
な
い
子
ど

も
に
と
っ
て
も
、
多
様
な

あ
り
方
を
理
解
し
、
障
が

い
の
あ
る
人
へ
の
支
援
な

ど
主
体
的
な
行
動
に
つ
な

が
っ
て
い
る
も
の
と
認
識

す
る
。

　

お
互
い
を
尊
重
し
合
う

大
切
さ
を
学
び
、
心
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
の
実
現
に
向

け
、大
き
な
意
義
が
あ
る
。

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
て

教
育
長		

環
境
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
、

	
	

心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
取
り
組
む

一問一答方式

菊池 美也 議員

問�

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク

ー
ル
試
行
の
年
度
と
し
て

の
取
り
組
み
の
成
果
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

こ
れ
ま
で
学
校
に
関
わ

り
の
な
か
っ
た
地
域
の
人

材
や
資
源
が
発
掘
さ
れ
、

学
校
に
対
す
る
支
援
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。

問�

　
小
さ
な
拠
点
（
地
区
セ

ン
タ
ー
）
と
の
連
携
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

地
区
セ
ン
タ
ー
は
、
社

会
教
育
法
に
基
づ
く
公
民

館
業
務
で
あ
り
、
学
校
運

営
協
議
会
と
地
域
と
の
関

り
を
中
心
的
に
担
う
重
要

な
つ
な
ぎ
役
で
あ
る
。

問�

　
今
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ス
ク
ー
ル
を
地
域
全
体

に
ど
の
よ
う
に
周
知
し
て

い
く
の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

遠
野
テ
レ
ビ
や
広
報
誌

を
は
じ
め
、
地
域
の
会
議

等
で
幅
広
く
市
民
に
周
知

し
、
浸
透
さ
せ
て
い
く
。

極
的
に
向
き
合
っ
て
い

く
。問�

　
本
市
と
し
て
の
国
消
国

産
取
り
組
み
を
ど
う
捉
え

る
。答

（
市
長
）�

　

い
ろ
い
ろ
な
面
で
付
加

価
値
と
ブ
ラ
ン
ド
力
を
つ

け
る
こ
と
が
必
要
。
六
次

産
業
で
の
物
作
り
か
ら
、

原
料
の
買
い
取
り
価
格
を

上
げ
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
や
、
や
る
気
の
あ
る

若
い
起
業
者
の
施
設
整
備

等
に
対
す
る
応
援
体
制
も

考
え
て
い
る
。
自
給
率
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、

併
せ
て
産
業
構
造
も
変
わ

っ
て
い
く
と
思
う
。

　

今
は
、
そ
の
先
を
見
据

え
た
準
備
の
ス
タ
ー
ト
地

点
に
立
っ
て
い
る
。

問�

　
令
和
５
年
４
月
に
施
行

さ
れ
る
地
域
農
業
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
の
地
域
計
画
法

定
化
に
向
け
た
取
り
組
み

は
。答

（
市
長
）�

　

将
来
に
つ
な
が
る
最
も

重
要
な
改
革
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
た
め
に
畜
産
・

水
稲
・
畑
作
農
家
も
ス
ピ

ー
ド
を
上
げ
て
本
気
で
地

域
計
画
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　
畜
産
経
営
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
の
狙
い
と
今
後
の

方
向
性
は
。

答
（
市
長
）�

　

畜
産
経
営
の
構
造
改

革
、意
識
改
革
を
も
っ
て
、

将
来
に
必
要
な
こ
と
を
実

行
に
移
す
た
め
の
経
営
実

態
を
深
堀
調
査
し
て
い
る

段
階
だ
。
同
時
に
、
ど
ん

ど
ん
意
見
を
言
っ
て
い
た

だ
き
、
早
急
に
対
処
す
べ

き
こ
と
に
は
対
応
し
、
時

間
を
要
す
る
こ
と
に
も
積

市
長		「
永
遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と
遠
野
」を

	

持
続
的
に
活
か
し
、将
来
に
つ
な
が
る

	

改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

令
和
５
年
度
の
農
業
政
策
は

一問一答方式

菊池 忠信 議員

地域農業マスタープラン話し合い

「地域で子どもを育てる」
　　　　活動のつながりは

教育長 	 	学校運営協議会「コミュニティースクール」
は学校と地域をつなぐ取り組み

誰一人取り残さず、一人一人が輝く教育

教育長 	選択肢が少なく、
	 	 　保護者の負担は大きい

特別な支援を必要とする
　　　　　　中学生の進路



13 12遠野議会だより 73 │令和 5 年 3月定例会 令和 5 年 3月定例会│遠野議会だより 733月
定例会

3月
定例会

（文責本人） QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
女
性
の
育
児
へ
の
心
労

負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
気
兼
ね
す
る
こ
と
な

く
育
児
休
暇
を
取
得
で
き

る
労
働
環
境
の
整
備
が
で

き
て
い
る
か
。

答
（
市
長
）�

　

子
育
て
支
援
に
取
り
組

ん
で
い
る
市
内
企
業
の
実

態
と
し
て
は
、
岩
手
県
の

岩
手
子
育
て
に
や
さ
し
い

企
業
等
の
認
定
が
２
２
４

社
あ
り
、
そ
の
う
ち
遠
野

市
内
で
は
８
社
認
定
を
受

け
て
い
る
。

　

本
市
で
は
「
わ
ら
す
っ

こ
条
例
応
援
事
業
所
」
の

認
定
を
し
て
い
る
。

　

認
定
を
受
け
る
事
業
者

が
増
加
し
て
お
り
、
本
市

で
は
53
社
が
認
定
を
受
け

る
な
ど
、
子
育
て
応
援
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。

問�

　
４
月
に
子
ど
も
家
庭
庁

が
発
足
さ
れ
る
。
そ
の
大

綱
で
目
指
す
社
会
の
姿
と

し
て
、
子
ど
も
や
若
者
の

利
益
を
第
一
に
考
え
る
子

ど
も
真
ん
中
社
会
の
実
現

と
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、

当
市
の
国
に
対
す
る
見
解

と
、
県
の
方
針
で
あ
る
、

所
得
の
制
限
な
し
の
３
歳

未
満
の
第
2
子
以
降
の
保

育
料
無
償
化
と
在
宅
育
児

へ
の
給
付
に
つ
い
て
、
当

市
の
見
解
と
取
り
組
み

は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
５
年
度
か
ら
岩
手

県
の
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
３
歳
未
満
の
第
２
子

以
降
の
保
育
料
の
無
償
化

に
取
り
組
む
市
町
村
に
対

し
て
、
経
費
の
２
分
の
１

を
補
助
す
る
事
業
が
実
施

さ
れ
る
。

　

こ
の
事
業
は
、
少
子
化

が
進
む
中
、
県
と
市
町
村

が
連
携
し
て
子
育
て
世
帯

の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
子
ど
も
を
生
み
育
て

や
す
い
環
境
の
整
備
を
図

る
も
の
だ
が
、「
子
育
て

す
る
な
ら
遠
野
」
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
の
も
と
、
更
な
る

子
育
て
支
援
の
充
実
を
図

る
た
め
、
本
市
に
お
い
て

も
令
和
５
年
度
か
ら
３
歳

未
満
の
第
２
子
以
降
の
保

育
料
を
無
償
化
と
す
る
た

め
関
係
事
務
を
進
め
て
い

る
。

　

さ
ら
に
、
在
宅
育
児
支

援
の
月
額
１
万
円
の
支
給

に
つ
い
て
も
準
備
を
進
め

て
い
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
国
や

県
の
動
向
を
把
握
し
な
が

ら
子
育
て
支
援
策
と
し

て
、
第
２
子
に
か
か
わ
ら

ず
、
保
育
料
の
無
償
化
に

向
け
て
段
階
的
に
検
討
を

進
め
て
い
く
。

市
長		

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
、
み
ん
な
に
や
さ
し
い
、

　
　

	

そ
の
方
向
に
向
か
っ
て
取
り
組
む

第
２
次
わ
ら
す
っ
こ
プ
ラ
ン

少
子
化
対
策
及
び
子
育
て
支
援
は

一問一答方式

昆 明美 議員

問�

　

㈱
遠
野
の
経
営
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

令
和
3
年
度
の
単
年
度

決
算
額
は
約
１
，２
４
５

万
円
の
赤
字
。

問�

　
経
営
改
善
計
画
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

か
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
㈱
遠
野
に
経
営
改

善
計
画
を
求
め
て
い
る

が
、
な
か
な
か
思
う
よ
う

な
経
営
改
善
計
画
は
出
て

き
て
い
な
い
。

問�

　
経
営
改
善
計
画
を
作
る

の
は
経
営
者
で
あ
る
取
締

役
会
の
責
任
。
そ
し
て
、

経
営
者
の
責
任
を
問
う
の

は
株
主
の
仕
事
。
最
大
の

株
主
と
し
て
今
後
の
方
針

は
。答

（
市
長
）�

　

経
営
体
制
を
見
直
す
の

が
一
つ
の
手
だ
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
障
が
い
を

お
持
ち
の
方
を
雇
用
す
る

こ
と
や
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
タ

ッ
グ
を
組
む
な
ど
経
営
を

変
化
さ
せ
る
。

よ
び
関
係
資
産
を
、
株
式

会
社
遠
野
ふ
る
さ
と
商
社

へ
承
継
譲
渡
す
る
と
い
う

計
画
に
し
て
い
る
。
そ
の

後
公
社
は
解
散
す
る
予

定
。問�

　
３
年
前
の
分
社
化
の
際

に
、
す
で
に
市
か
ら
の
支

出
金
７
，１
０
０
万
円
を

使
い
果
た
し
実
質
倒
産
状

態
だ
っ
た
公
社
。
そ
の
後

商
社
の
売
上
は
維
持
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
公
社
の

経
営
も
改
善
さ
れ
る
と
し

た
前
市
長
の
約
束
は
ど
こ

に
い
っ
て
し
ま
っ
た
の

か
。
多
額
の
予
算
を
投
入

し
て
行
っ
た
分
社
化
の
意

味
と
意
義
は
。

答
（
市
長
）�

　

分
社
化
っ
て
い
う
こ
と

が
、
抜
本
的
な
解
決
に
は

な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。
ど
う
い
う
体
制
で
あ

ろ
う
と
、
し
っ
か
り
し
た

経
営
プ
ラ
ン
の
基
経
営
を

進
め
る
と
い
う
こ
と
が
な

け
れ
ば
改
善
さ
れ
な
い
。

分
社
化
が
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

問�

　
株
式
会
社
遠
野
ふ
る
さ

と
商
社
の
経
営
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
４
年
度
は
第
3
四

半
期
ま
で
で
営
業
損
益
が

約
３
２
０
０
万
円
黒
字
。

問�

　
一
般
社
団
法
人
遠
野
ふ

る
さ
と
公
社
の
経
営
状
況

は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
４
年
度
は
第
3
四

半
期
ま
で
で
営
業
損
益
が

約
７
２
０
万
円
赤
字
。

問�

　
商
社
と
公
社
は
い
つ
合

併
す
る
の
か
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
経

営
改
革
3
ヶ
年
計
画
の
と

お
り
、
令
和
5
年
4
月
1

日
に
一
般
社
団
法
人
等
の

ふ
る
さ
と
公
社
の
事
業
お

市
長	

令
和
５
年
４
月
１
日
に

　
　

		

計
画
ど
お
り
統
合
す
る

遠
野
ふ
る
さ
と
公
社
・

商
社
の
経
営
は

一問一答方式

小松 正真 議員

㈱遠野の経営は
市長 	経営陣の変更等を行い
　　　　　　経営改善を目指す

企業団体の育児休暇の進捗状況は
市長 	子育ては、共助、
	 　お互いの助け合いの社会を職場から ふるさと村・水光園の指定管理は商社に

僕たち私たちが遠野を引っ張って行くぞ
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問�
　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
育
児
、

介
護
等
通
勤
が
困
難
な
職

員
の
柔
軟
な
働
き
方
と
し

て
職
員
一
人
ひ
と
り
の
ラ

イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
っ
た

働
き
方
の
選
択
に
も
つ
な

が
り
、
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス

の
観
点
か
ら
も
重
要
だ

が
、
活
用
は
。

答
（
市
長
）�

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
テ

レ
ワ
ー
ク
は
本
当
に
大
事

で
あ
り
、
便
利
で
あ
る
と

い
う
事
を
実
感
し
た
。
令

和
４
年
度
で
20
名
が
テ
レ

ワ
ー
ク
を
実
施
し
た
。

問�

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
デ
ジ

タ
ル
技
術
が
起
こ
す
変

化
）
の
推
進
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
向
上
の
取
り
組

み
は
。

答
（
市
長
）�

　

各
種
証
明
書
の
交
付
に

つ
い
て
、
交
付
窓
口
を
市

民
課
や
、
宮
守
総
合
支
所

な
ど
、国
の
制
度
も
あ
り
、

一
部
の
窓
口
と
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お

い
て
は
庁
舎
内
を
移
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
不
便

も
あ
る
。

問�

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
マ
イ
ナ
ー
ポ
ー
タ

ル
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
の

内
容
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
５
年
度
予
算
で

は
、
住
民
票
お
よ
び
印
鑑

証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
か
ら
交
付
出
来

る
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
手
続
き
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
関
係
、
２
月

６
日
か
ら
は
、
転
入
・
転

出
手
続
き
の
一
部
が
全
国

で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

問�

　
情
報
格
差
解
消
の
た
め

の
対
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用

講
習
会
や
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
開
催
を
、
準
備
し
て
計

画
し
て
い
く
。
さ
ら
に
、

格
差
解
消
の
た
め
に
、
安

価
な
機
器
の
紹
介
と
体

験
、
そ
れ
とW

i-Fi

の

体
験
に
つ
い
て
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
の
体
験
セ
ン
タ
ー
の

開
設
も
し
て
い
く
。
デ
ジ

タ
ル
デ
バ
イ
ド
対
策
は
Ｄ

Ｘ
を
推
進
し
て
い
く
う
え

で
大
変
重
要
な
こ
と
。

市
長	

庁
舎
内
で
利
用
で
き
る

　
　

		

シ
ス
テ
ム
を
導
入
予
定
し
て
い
る

遠
野
市
Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

推
進
実
施
計
画
の
内
容
は

一問一答方式

荒川 栄悦 議員

問�

　
試
行
の
年
、
成
果
と
課

題
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
の
課
題
解
決
に
向

け
た
話
し
合
い
や
取
り
組

み
が
見
ら
れ
、
学
校
と
地

域
の
つ
な
が
り
を
再
確
認

で
き
た
。
課
題
は
組
織
の

位
置
づ
け
が
明
確
で
な

く
、
組
織
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
、
共
通
理
解
を
図

る
こ
と
が
必
要
。
連
携
協

働
に
向
け
た
取
り
組
み
を

幅
広
く
地
域
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

も
周
知
し
、
情
報
発
信
す

る
必
要
が
あ
る
。

問�
　
高
齢
者
に
買
い
物
を
し

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
リ
ハ
ビ
リ
に

取
り
組
ん
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

と
ぴ
あ
に
子
ど
も
の
遊

び
場
を
作
る
。
そ
の
周
囲

を
高
齢
者
が
歩
け
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
高
齢
者
の
元

気
、
見
守
り
に
も
な
る
。

問�

　
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
、
改
め
て
当
事
者
の

方
々
と「
ま
ち
歩
き
点
検
」

を
実
施
し
、
バ
リ
ア
フ
リ

ー
推
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

点
検
・
改
善
を
積
み
重

ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

再
度
、
取
り
組
む
。

問�

　
手
話
の
普
及
、
ろ
う
文

化
へ
の
理
解
を
深
め
る
情

報
発
信
を
。

答
（
市
長
）�

　

積
極
的
に
広
め
た
い
。

問�

　
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
認

定
制
度
も
活
用
し
な
が

ら
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
取
り
組
み
を
。

答
（
市
長
）�

　

同
感
。
ま
た
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
働
く
場
も
作

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。

問�

　

物
価
高
騰
対
策
と
し

て
、
畜
産
農
家
へ
支
援
金

の
給
付
や
訪
問
型
の
支
援

を
。答

（
市
長
）�

　

放
牧
事
業
等
へ
の
支
援

を
通
し
て
、
農
家
の
負
担

軽
減
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
し
か
し
支
援
は
足
り

な
い
。
で
き
る
限
り
対
応

し
た
い
。

問�

　
経
営
開
始
資
金
等
の
所

得
要
件
の
緩
和
な
ど
、
新

規
就
農
支
援
を
。

答
（
市
長
）�

　

所
得
要
件
は
意
欲
を
鈍

ら
せ
る
の
で
、
撤
廃
を
要

望
し
た
い
。
ま
た
ワ
サ
ビ

や
ホ
ッ
プ
に
呼
び
込
め
る

よ
う
整
備
し
た
い
。

問�

　
保
育
環
境
の
充
実
と
し

て
、
使
用
済
み
お
む
つ
の

処
分
を
保
育
所
等
で
。

答
（
市
長
）�

　

職
員
の
負
担
軽
減
、
衛

生
面
に
お
い
て
も
効
果
的

で
あ
り
、
検
討
す
る
。

市
長	

真
っ
直
ぐ
な
対
話
で
可
能
性
広
が
る

新
年
度
へ
施
政
方
針　

地
域
共
創
は
市
民・地
域
と
伴
走
型
で

一問一答方式

小林 立栄 議員

教育長 	地域の参画を促しコミュニケーションを図り進める

コミュニティ・スクール
　急がず子どもの為の取り組みを

高齢者スマホ教室の様子

市長 	さらにテレワークの推進を図っていく
テレワークの推進は

丸つけボランティアの様子「また来てね」と子ども達の声も
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主
体
で
整
備
検
討
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
令
和
元
年

８
月
に
用
地
取
得
が
完

了
。
令
和
３
年
度
人
口
減

少
時
代
に
対
応
し
た
施
設

に
と
、
基
本
計
画
策
定
。

翌
４
年
度
に
実
施
計
画
と

実
施
設
計
を
行
い
合
意
形

成
を
図
っ
た
。

問�

　
ハ
コ
モ
ノ
行
政
を
批
判

し
て
当
選
し
た
市
長
の
、

ハ
コ
モ
ノ
が
増
え
る
と
い

う
見
方
を
し
て
い
る
市
民

へ
の
説
明
は
。

答
（
市
長
）�

　

合
理
的
に
ビ
ル

ド
＆
ス
ク
ラ
ッ

プ
、
ス
ク
ラ
ッ
プ

＆
ビ
ル
ド
を
進
め

て
い
く
。

問�

　
各
地
区
セ
ン
タ

ー
の
緊
急
的
改
修

予
算
２
千
万
円
で

は
足
り
な
い
場
合

の
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

必
要
で
あ
れ
ば

柔
軟
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

問�
　
地
域
力
低
下
や
、
社
会

全
体
と
行
政
の
縮
小
社
会

に
お
け
る
公
共
施
設
の
維

持
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
は
。

答
（
市
長
）�

　

行
政
・
地
域
・
管
理
者

が
意
見
を
出
し
合
い
な
が

ら
健
全
な
運
営
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問�

　
地
区
セ
ン
タ
ー
新
築
に

至
る
ま
で
の
課
題
解
決
と

経
緯
に
つ
い
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

平
成
29
年
度
地
域
住
民

問�

　
回
転
寿
司
店
の
い
た
ず

ら
動
画
や
、
若
者
の
闇
バ

イ
ト
関
与
等
の
報
道
の
感

想
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

社
会
の
秩
序
を
脅
か
す

犯
罪
行
為
で
あ
り
、
決
し

て
許
さ
れ
な
い
と
認
識
し

て
い
る
。

問�

　
本
市
の
生
徒
学
生
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
状
況
や
、

被
害
の
有
無
の
把
握
に
つ

い
て
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に

お
い
て
、
本
年
度
も
Ｓ
Ｎ

Ｓ
へ
の
投
稿
に
よ
る
誹
謗

中
傷
や
画
像
等
の
個
人
情

報
掲
載
に
係
る
指
導
事
案

が
数
件
報
告
さ
れ
、
年
々

増
加
傾
向
に
あ
る
。

問�

　
学
校
に
お
け
る
※
リ
テ

ラ
シ
ー
教
育
の
必
要
性
・

重
要
性
の
認
識
に
つ
い
て

は
。答

（
教
育
長
）�

　

正
し
い
知
識
と
確
か
な

判
断
力
を
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
中
と
信
頼
で
き
る

大
人
の
支
え
の
中
で
、
し

っ
か
り
と
身
に
付
け
て
行

く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ

る
。

教
育
長	

正
し
い
知
識
と
確
か
な
判
断
力
や

	
	

周
り
の
支
援
が
重
要

学
校
で
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー

教
育
の
必
要
性
は

一問一答方式

瀧本 孝一  議員

問�

　
市
長
は
施
政
方
針
の
中

で
、
障
が
い
者
の
仕
事
の

創
出
の
充
実
を
述
べ
て
い

る
が
、
具
体
的
に
は
。

答
（
市
長
）�

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
ま
ち

を
目
指
し
、
障
が
い
者
の

就
労
の
場
づ
く
り
に
も
、

積
極
的
に
取
り
組
み
た

い
。
市
の
事
業
委
託
先
や

指
定
管
理
先
、
ま
た
民
間

事
業
者
の
理
解
に
努
め
、

就
労
の
場
の
拡
大
に
努
め

て
い
く
。

問�

　
障
が
い
者
が
、
就
労
相

談
で
き
る
窓
口
の
充
実

は
。答

（
市
長
）�

　

現
在
の
相
談
窓
口
は
、

福
祉
の
里
に
あ
る
が
、
多

様
な
相
談
や
相
談
し
や
す

さ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
、
従
来
の
福
祉
の
里
の

ほ
か
、
市
内
に
複
数
の
相

談
窓
口
の
設
置
を
し
た

い
。

能
と
な
る
。
例
え
ば
、
農

業
者
が
農
閑
期
に
組
合
の

事
業
所
で
働
き
、
農
業
繁

忙
期
に
は
、
農
業
を
す
る

な
ど
。
国
と
市
町
村
か
ら

も
財
政
支
援
が
可
能
と
な

る
の
で
力
を
入
れ
た
い
。

問�

　
市
長
は
令
和
５
年
の
施

政
方
針
で
、
規
模
拡
大
を

希
望
す
る
農
業
者
へ
の
積

極
的
な
支
援
を
す
る
と
し

て
い
る
。
規
模
拡
大
に
は

農
業
人
材
の
確
保
が
課
題

で
あ
る
が
、
対
応
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

農
業
の
人
手
不
足
は
認

識
し
て
い
る
。
例
え
ば
、

国
の
制
度
を
活
用
し
た
、

特
定
地
域
づ
く
り
事
業
を

行
う
事
業
協
同
組
合
の
立

ち
上
げ
な
ど
の
検
討
を
す

す
め
た
い
。

問�

　
制
度
の
内
容
は
。

答
（
市
長
）�

　

こ
の
制
度
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
農
林
業
や
商
工

業
な
ど
異
業
種
で
協
働
組

合
を
立
ち
上
げ
、
組
合
の

中
で
人
材
を
通
年
雇
用
で

き
る
仕
組
み
づ
く
り
が
可

市
長		「
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

	
	

協
同
組
合
」
な
ど

	
	

国
の
制
度
活
用
を

農
業
人
材
、

　

人
手
不
足
の
対
応
は 一問一答方式

佐々木 恵美子 議員

特定地域づくり事業協同組合制度概要図
（総務省自治行政局資料より）

障がい者の仕事の創出を
市長 	市の委託先や指定管理者、民間事業者へ
	 　積極的に理解を求めていく

鱒沢地区センターの新築と
既存施設の活用は

市長 	スクラップ	アンド	ビルドを進めていく

念願の鱒沢地区センターの完成予想図
令和６年４月使用開始予定

その他の質問
◦ 直営診療所について

※
リ
テ
ラ
シ
ー

　

英
語
が
語
源
で
、
も
と
も
と

は
「
読
み
書
き
の
能
力
」「
識
字

能
力
」
の
意
味
で
あ
る
が
、
昨

今
は
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
な
ど
、

「
情
報
を
活
用
す
る
能
力
」
の
意

味
合
い
等
で
使
わ
れ
て
い
る
こ

と
ば
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QRコードをスマートフォンで読み込むと、一般質問の動画を見ることができます （文責本人）市 政 を 問 う

問�

　
観
光
振
興
策
と
し
て
Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
設
置
が
計
画
さ
れ

て
い
る
が
、
目
的
と
期
待

さ
れ
る
効
果
は
。

答
（
市
長
）�

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
は
、
観
光
施
策

の
司
令
塔
の
役
割
を
担

い
、
地
域
観
光
の
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
と
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、

取
り
組
み
の
企
画
立
案
、

資
金
調
達
な
ど
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
効
果
的
な
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
と
観
光
商

品
の
提
供
が
可
能
に
な

る
。問�

　
Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
運
営
主
体
と

権
限
、
責
任
の
所
在
は
。

答
（
市
長
）�

　

全
て
「
㈱
遠
野
ふ
る
さ

と
商
社
」
に
持
た
せ
、
最

終
責
任
は
経
営
者（
役
員
）

が
負
う
。

問�

　
運
営
資
金
の
確
保
は
何

処
か
ら
か
。

答
（
市
長
）�

　

市
か
ら
の
受
託
・
補
助

事
業
や
物
販
、
旅
行
商
品

の
販
売
に
よ
り
健
全
な
収

支
経
営
を
図
る
。

※
Ｄ
Ｍ
Ｏ

　

Destination�M
anagem

ent/
M
arketingO

rganization　

（
観
光
地
域
づ
く
り
法
人
）

問�

　
急
激
な
少
子
高
齢
化
と

人
口
減
少
の
現
状
認
識

は
。答

（
市
長
）�

　

悪
化
状
態
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
構
造
か
ら
脱
却

し
、
持
続
可
能
な
将
来
像

を
描
く
に
は
、
既
存
の
価

値
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新

し
い
視
点
で
挑
戦
す
る
。

問�

　
解
決
策
は
、
若
者
が
地

元
に
定
着
す
る

環
境
整
備
を
図

る
べ
き
で
あ

る
。
Ｓ
Ｍ
Ｃ
の

関
連
企
業
か
ら

の
新
規
雇
用
約

５
０
０
人
や
、

地
元
企
業
の
雇

用
増
が
見
込
ま

れ
る
の
で
担
当

職
員
を
増
や
し

万
全
な
支
援
策

を
講
じ
る
べ

き
。答

（
市
長
）�

　

企
業
誘
致
担

当
職
員
の
増
加
も
検
討

し
、
企
業
に
ご
満
足
い
た

だ
け
る
支
援
体
制
を
構
築

す
る
。
ま
た
、
海
外
か
ら

の
人
材
確
保
に
も
本
格
的

に
取
り
組
む
。

問�

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
」
に
相
応
し
い
環
境
整

備
を
進
め
、
若
者
の
地
元

定
着
と
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
な

ど
の
移
住
促
進
を
図
る
べ

き
。答

（
市
長
）�

　

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、

男
女
の
出
会
い
か
ら
、
結

市
長	

既
存
対
策
を
脱
し

	

　
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

佐々木 大三郎  議員

少
子
高
齢
化
と

　

人
口
減
少
対
策
は

一問一答方式

観光振興対策は
市長 	新たな組織
	 （※DMO）を設置する

婚
・
妊
娠
・
出
産
・
子
育

て
・
孫
育
て
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
策
を
強
化
す

る
。問�

　
子
育
て
支
援
住
宅
の
整

備
計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

将
来
に
対
す
る
有
意
義

な
投
資
と
捉
え
て
、
空
き

公
営
住
宅
や
、
空
き
家
の

有
効
活
用
を
進
め
る
。

◆�

議
会
基
本
条
例
の
原
点

に
立
ち
戻
ろ
う

　

早
稲
田
大
学
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
研
究
所
の
招
聘
研
究

員
（
青
森
大
学
社
会
学
部

教
授
）
佐
藤
淳
先
生
を
お

招
き
し
、
市
政
調
査
会
お

よ
び
議
会
改
革
推
進
委
員

会
主
催
の
議
員
全
協
議
会

研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

研
修
会
は
「
議
会
基
本

条
例
の
原
点
に
立
ち
戻
ろ

う
」
と
題
し
て
、
二
部
構

成
で
行
わ
れ
た
。

　

第
一
部
の
内
容
は
、
議

会
か
ら
の
「
政
策
サ
イ
ク

ル
」。

　

常
任
委
員
会
の
活
動
計

画
の
策
定
や
、
政
策
提
言

◆
最
先
端
の
Ｄ
Ｘ
の
現
場

　
『
Ｄ
Ｘ
』
※
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

東
京
で
視
察
研
修
を
行
っ

た
。

　

大
手
Ｉ
Ｔ
企
業
２
社
の

本
社
を
訪
問
し
た
。
会
社

の
入
退
室
は
全
員
シ
ス
テ

ム
で
管
理
し
て
お
り
、
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
高
さ
を
感

じ
た
。

　

会
社
内
は
紙
を
使
わ
な

い
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
が
進
ん

で
お
り
、
コ
ピ
ー
機
を
使

う
姿
が
見
受
け
ら
れ
な
か

っ
た
。
社
員
は
、
固
定
さ

れ
た
座
席
や
机
を
持
た

ず
、
好
き
な
と
こ
ろ
で
仕

を
行
っ
て
い
る
他

市
議
会
の
取
り
組

み
事
例
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
た
。

　

第
二
部
の
内
容

は
「
議
会
基
本
条

例
に
つ
い
て
対
話

し
よ
う
」。

　

議
会
基
本
条
例

６
つ
の
条
文
に
つ

い
て
、
遠
野
市
議

会
は
条
例
に
定
め

た
内
容
を
実
施
出

来
て
い
る
か
自
己
評
価
。

そ
の
後
※
ワ
ー
ル
ド
カ
フ

ェ
方
式
で
「
今
、
上
手
く

出
来
て
い
る
と
こ
ろ
」「
こ

れ
か
ら
伸
び
る
と
こ
ろ
」

な
ど
議
員
同
士
で
対
話
を

行
っ
た
。

　

最
後
に
、
議
会
基
本
条

例
の
原
点
に
立
ち
戻
り
、

任
期
中
に
議
会
改
革
と
し

て
、
実
践
し
た
い
こ
と
の

対
話
を
行
っ
た
。

　

今
回
の
研
修
で
、
議
員

相
互
間
の
討
議
や
常
任
委

員
会
の
調
査
検
討
テ
ー
マ

の
設
定
な
ど
、
更
に
遠
野

市
議
会
と
し
て
議
会
改
革

に
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
を
再
認
識
し
た
。

事
を
行
う
こ
と
で
、
社
員

間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
活
性
化
を
図
っ
て
い

た
。
固
定
電
話
も
な
く
、

ま
た
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
に
よ

り
書
類
を
保
管
す
る
ロ
ッ

カ
ー
等
も
不
要
の
た
め
、

社
内
は
雑
然
と
し
た
と
こ

ろ
が
一
切
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
出
社
せ
ず
に
遠

隔
で
仕
事
を
行
う
テ
レ
ワ

ー
ク
が
進
ん
で
お
り
、
２

社
と
も
10
～
20
％
程
度
の

出
社
率
で
業
務
は
滞
り
な

く
進
め
ら
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。

　

遠
野
市
役
所
で
い
き
な

り
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
・
テ
レ

ワ
ー
ク
を
行
う
こ
と
は
難

※
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ

　
「
カ
フ
ェ
」
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
雰
囲
気
の
中
で
、
少

人
数
に
分
か
れ
。
世
界
旅
行
の

様
に
テ
ー
ブ
ル
を
移
動
し
て
、

他
の
テ
ー
ブ
ル
の
メ
ン
バ
ー
と

対
話
を
行
い
、
参
加
者
の
意
見
、

思
い
な
ど
を
集
め
る
こ
と
が
出

来
る
手
法
。

し
い
と
感
じ
る
が
、
将
来

的
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用

す
れ
ば
、
市
民
生
活
の
利

便
性
が
向
上
す
る
と
感
じ

た
。

※�

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン

　
情
報
技
術
に
よ
り
業
務
や
生

活
を
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る

こ
と

学んで
行動する
議会へ

研	

修	

日�

　
１
月
20
日
（
金
）

議
員
全
員
協
議
会
研
修
会

総
務
常
任
委
員
会
行
政
視
察

調	

査	

日

　
２
月
７
日
～
９
日

調
査
研
究
箇
所

　
・
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
株
式
会
社

　
・
Ｄ
Ｘ�

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
展

　
・
サ
イ
ボ
ウ
ズ
株
式
会
社

　
・
エ
ク
イ
ニ
ク
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

参
加
委
員

　
小
松　
正
真

　
千
田　
由
美
子

　
佐
々
木　
大
三
郎

　
荒
川　
栄
悦

自由な発想を生むファミレス風のオフィス

対話とは
　お互いの立場や価値観
を確認し、「新しい関係性」

を作り出すプロセス

ポイント！

資料：住民基本台帳ほか（各年9月末現在）

32,364人 31,187人

30,031人 29,150人 27,884人 26,138人 25,648人 25,139人
32.2%

32.9% 33.5%

35.6%

38.0%

40.0%
40.9% 41.4%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

0人

10,000人

20,000人

30,000人

平成17年 20年 23年 26年 29年 令和2年 3年 4年

合併後の遠野市人口及び高齢化率の推移

人口 高齢化率

資料：住民基本台帳（各年9月末現在）

213人

192人
180人

157人

137人
130人

118人

101人

75人

100人

125人

150人

175人

200人

225人

平成17年 20年 23年 26年 29年 令和2年 3年 4年

出生数の推移議会力・議員力の向上へ　積極的な対話を行った研修会
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◆
ワ
ラ
タ
ネ
ス
ク
エ
ア

　

代
表
の
後
藤
誠
子
さ
ん

は
、
家
族
の
不
登
校
の
体

験
か
ら
、
居
心
地
の
い
い

場
所
を
つ
く
り
た
い
と
個

人
で
事
業
開
始
。
自
身
の

体
験
を
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で

積
極
的
に
発
信
し
、
共
感

す
る
方
々
が
市
外
か
ら
も

訪
れ
て
い
る
。
地
域
住
民

も
加
わ
り
交
流
場
の
創
出

に
も
な
っ
て
い
る
。

◆
福
祉
の
拠
点

　

�

「
こ
み
っ
と
」

　

最
初
は
、
ど
こ
に
も
所

属
し
な
い
障
が
い
者
や
若

者
の
居
心
地
の
い
い
場
所

が
必
要
と
の
発
想
で
事
業

を
開
始
。
し
か
し
、
自
立

で
き
な
い
ま
ま
過
ご
さ
せ

て
し
ま
う
場
所
に
な
っ
て

い
る
様
子
か
ら
事
業
を
見

直
し
、
全
世
代
対
応
の
活

躍
支
援
事
業
へ
展
開
し

た
。

　

弱
者
で
も
地
方
創
生
の

担
い
手
に
な
れ
る
、
町
民

だ
れ
も
が
生
涯
現
役
を
目

指
せ
る
町
づ
く
り
に
挑
戦

し
て
い
た
。

　

遠
野
市
で
の
居
場
所
の

必
要
性
と
実
現
に
つ
い

て
、調
査
を
進
め
て
い
く
。

◆�

ア
グ
リ
・
コ
ア
株
式
会

社「
水
わ
さ
び
の
新
た
な

栽
培
技
術
に
つ
い
て
」

　

超
促
成
栽
培
を
実
現
し

て
い
る
相
馬
市
の
、
㈱
ア

グ
リ
・
コ
ア
の
栽
培
技
術

を
学
ぶ
た
め
視
察
し
た
。

　

植
物
性
培
養
生
物
培
養

土
を
敷
き
詰
め
、
わ
さ
び

苗
を
定
植
し
定
期
的
に
水

と
特
殊
肥
料
施
肥
で
、
収

穫
ま
で
２
年
を
要
す
る
も

の
が
、
葉
茎
部
は
約
２
カ

月
半
で
収
穫
可
能
の
超
促

成
栽
培
を
実
現
し
て
い

た
。

◆�

宮
城
県
山
元
町「
六
次

産
業
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
」

　

３
・
11
か
ら
の
復
興
を

契
機
と
し
て
、
農
地
を
集

約
し
、
団
地
化
さ
れ
た
圃

場
で
、
い
ち
ご
、
り
ん
ご
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等

の
生
産
量
を
伸
ば
す
と
と

も
に
、
多
数
の
加
工
品
を

生
み
出
し
そ
の
商
品
を
、

農
水
産
物
直
売
所
「
や
ま

も
と
夢
い
ち
ご
の
郷
」
を

中
心
に
販
売
さ
れ
て
い

た
。

　

遠
野
市
の
特
産
品
で
あ

る
「
わ
さ
び
」
の
新
し
い

栽
培
方
法
と
６
次
産
業
化

へ
の
取
り
組
み
な
ど
、
得

る
も
の
が
多
い
行
政
視
察

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
を

遠
野
市
の
産
業
振
興
に
役

立
つ
よ
う
機
会
を
と
ら
え

提
案
し
て
い
き
た
い
。

　

た
ん
ぽ
ぽ
会
は
、
平
成

９
年
に
不
登
校
・
ひ
き
こ

も
り
を
支
援
す
る
父
母
と

教
師
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

月
２
回
の
定
例
会
で
は
、

専
門
家
を
交
え
ず
、
会
員

同
士
が
悩
み
を
吐
き
出
し

心
の
つ
か
え
を
お
ろ
す
。

笑
っ
た
り
泣
い
た
り
で
気

持
ち
が
癒
さ
れ
る
機
会
と

な
っ
て
い
る
。
当
事
者
が

抱
え
る
生
き
づ
ら
さ
に

は
、
家
族
だ
け
で
解
決
で

き
な
い
課
題
が
あ
り
、
本

人
と
家
族
、
周
り
の
理
解

を
最
も
必
要
と
す
る
。

　

就
労
を
見
据
え
た
学
習

や
訓
練
の
場
、
将
来
へ
希

望
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
、
当
事
者
と
家
族
が
安

心
で
き
る
場
所
が
望
ま
れ

る
な
ど
の
意
見
が
あ
る
一

方
で
、
世
代
や
関
心
事
も

様
々
で
居
場
所
に
つ
い
て

明
確
に
答
え
ら
れ
な
い
な

ど
の
意
見
も
あ
る
。

　

議
会
は
、
当
事
者
と
家

族
の
支
援
に
何
が
で
き
る

か
。理
解
と
関
心
を
深
め
、

調
査
と
研
究
を
重
ね
て
い

く
。

【
参
加
者
か
ら
の
意
見
】

〇 
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ha
の
牧
草
地
を
管
理

す
る
が
、
飛
び
地
で
刈

り
取
り
の
調
整
が
難
し

く
効
率
が
悪
い
。

〇 

現
場
は
農
地
の
集
約
、

団
地
化
が
必
要
で
あ

り
、
農
業
委
員
会
に
期

待
す
る
。

〇 

地
域
に
は
後
継
者
（
担

い
手
）が
い
な
い
状
況
。

〇 

水
田
活
用
の
直
接
支
払

い
交
付
金
が
見
直
さ

れ
、
農
地
を
借
り
る
メ

リ
ッ
ト
が
な
く
な
っ

た
。

〇 

個
人
経
営
だ
が
、
配
合

飼
料
等
生
産
資
材
が
高

騰
し
、
10
年
先
ま
で
経

営
の
継
続
が
で
き
る
か

本
当
に
厳
し
い
状
況
。

〇 

地
域
に
コ
ン
ト
ラ
ク
タ

ー
（
農
作
業
委
託
）
組

織
が
あ
る
と
よ
い
。

〇 

シ
カ
に
よ
る
牧
草
被
害

が
甚
大
で
、
収
穫
量
は

10
年
前
の
半
分
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
懇
談

会
で
畜
産
経
営
体
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
に
よ
り
、
畜

産
経
営
の
大
変
な
状
況
に

つ
い
て
改
め
て
確
認
す
る

こ
と
が
出
来
た
。

　

遠
野
市
の
基
幹
産
業
振

興
の
た
め
に
頂
い
た
意
見

を
、「
遠
野
型
労
働
力
確

保
の
可
能
性
」
を
見
出
す

た
め
の
今
後
の
産
業
建
設

常
任
委
員
会
活
動
に
活
か

し
て
行
く
。

このコーナーでは、
市民のみなさまから議会に寄せられた
ご意見等の一部をご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は
抜粋して掲載しています。）

市民の市民の 声声
議会だよりを読み終え、20代の娘の席に置くと手に
取り、少しずつ市に関心を持ち始めた我が家の新年

です。編集後記の【新しい年は戦いの後の『希望』や『夢』
の持てる良い年となるように】を読み、改めて頑張りたい
と思いました。� （宮守町、50代）

新体制の議員のみなさん、進歩ある遠野にして下さ
い。期待してます！� （上郷町、60代）

問題の答えを探しながら隅々読ませていただきまし
た。色々市民のために日々ご苦労様です。一人暮ら

しの身です。交通、通院、買い物、老人ながら快適な生活
が出来ますように。� （附馬牛町、70代）

教
育
民
生
常
任
委
員
会
行
政
視
察

市
民
と
議
会
と
の
懇
談
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会
行
政
視
察

調	
査	
日�

２
月
８
日
～
９
日

調
査
テ
ー
マ	
「
居
場
所
づ
く
り
」

調
査
研
究
箇
所

　
・
岩
手
県
北
上
市
「
ワ
ラ
タ
ネ
ス
ク
エ
ア
」

　
・
秋
田
県
藤
里
町��
福
祉
の
拠
点
「
こ
み
っ
と
」

参
加
委
員	

佐
々
木　
恵
美
子
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昆　
明
美

�

菊
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美
也
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瀧
本　
孝
一

�

新
田　
勝
見

開	

催	

日�

３
月
15
日

参	

加	

者	
	

た
ん
ぽ
ぽ
会
（
遠
野
地
区
不
登
校
を
考
え

る
親
の
会
）、
市
担
当
課
（
福
祉
課
、
子
育

て
支
援
課
、
学
校
教
育
課
）

調
査
テ
ー
マ	

遠
野
の
居
場
所
づ
く
り

参
加
委
員	

佐
々
木　
恵
美
子

�

昆　
明
美

�

菊
池　
美
也

�

瀧
本　
孝
一

�

新
田　
勝
見

開	

催	

日�

２
月
３
日

参	

加	

者	
	

畜
産
・
酪
農
家
、
水
稲
・
野
菜
農
家
、
遠

野
市
畜
産
振
興
公
社
、
他

調
査
テ
ー
マ		

将
来
に
向
け
た
畜
産
経
営
基
盤
の
確
立
と

強
化
に
つ
い
て

参
加
委
員	

佐
々
木　
敦
緒

　
　

�

菊
池　
浩
士

　
　

�

菊
池　
美
之

　
　

�

菊
池　
忠
信

調	

査	

日�

２
月
６
日
～
７
日

調
査
研
究
箇
所

　
・
福
島
県
相
馬
市

　
　
　
「
ア
グ
リ
・
コ
ア
株
式
会
社
」

　
・
宮
城
県
山
元
町

　
　
　
「
山
元
町
役
場
」

参
加
委
員	

佐
々
木　
敦
緒

�

菊
池　
浩
士

�

菊
池　
美
之

�

菊
池　
忠
信

�

宮
田　
勝
美

居場所を作る福祉の拠点「こみっと」

アグリ・コア㈱の超促成栽培

◆
教
育
民
生
常
任
委
員
会

◆
産
業
建
設
常
任
委
員
会



⃝欄に適切な
言葉を入れて
下さい

議会
だよりク イ ズ

その ❶    遠野の新たな観光まちづくりを行う観
光地域づくり法人をアルファベット 3
文字で◯◯◯。

その ❷    消防団員の処遇改善のため年額報酬を
一律◯◯◯◯◯円増額。（すべて数字）

その ❸    お互いの立場や価値観を確認し、「新
しい関係性」を作り出すプロセスを漢
字 2 文字で◯◯。
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林　
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副
委
員
長	

千　
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美
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之
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菊　
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信

　
委　
　
員	

昆　
　
　
明　
美
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宮　
田　
勝　
美

菊池　夏帆	さん（青笹町）

わわたたししののひひととこことと

　
私
は
８
年
前
に
三
重
県
四
日
市
市
に
移
住
し
、

今
年
の
１
月
に
ま
た
故
郷
の
遠
野
市
に
戻
っ
て

き
ま
し
た
。

「
も
っ
と
自
分
の
世
界
を
広
げ
た
い
！
」
と
遠

野
を
離
れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
遠
野
の
風
景

や
人
々
、
美
味
し
い
食
べ
物
の
事
は
ず
っ
と
頭

の
片
隅
に
あ
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
年

２
回
の
帰
省
が
で
き
な
く
な
り
、
行
き
た
い
の

に
行
け
な
い
も
ど
か
し
い
思
い
を
し
て
い
ま
し

た
。

　

遠
野
に
帰
っ
て
き
た
の
は
ひ
ど
い
吹
雪
の
日

で
し
た
。
な
ん
と
か
無
事
に
飛
行
機
が
飛
び
、

遠
野
の
駅
に
辿
り
着
い
た
時
の
光
景
と
そ
の
日

に
食
べ
た
寒
締
め
ほ
う
れ
ん
草
の
味
を
私
は
一

生
忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
自
然
と
「
た
だ
い
ま
」

と
い
う
言
葉
が
口
か
ら
も
れ
出
ま
し
た
。

　

ど
ん
な
小
さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
地
元
に

関
わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
が

感
じ
た
事
、
経
験
し
た
事
が
誰
か
の
為
に
な
る

の
な
ら
、
と
て
も
素
敵
な
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。

　このコーナーは、市民の
皆様のまちづくりの夢や希
望などを掲載しています。
掲載を希望される方は、お
気軽に当事務局までお申し
出ください。

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書
きのうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会
だよりを読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添
えください。ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、
できるだけご紹介させていただきます。
　応募者の中から、抽選で３名の方にすずらん商品
券 1,000 円分をお贈りします。

（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592   遠野市中央通り９番１号
　　　　　 遠野市議会事務局 宛
メールでも応募できます！！   gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　令和５年５月 12 日（金）（当日消印有効）

～議会だより 72 号クイズの答え～
その① 130　　その② 互近助　　その③ 戦

この議会だよりの中に答えがあるので、
最初から最後まで読んでみてください

　
土
の
匂
い
で
季
節
の
移
ろ
い
を
感
じ
る
人

は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
雪
解
け
と
と
も
に
、
ふ
つ
ふ
つ
と
沸
き
立
つ

よ
う
な
甘
酸
っ
ぱ
さ
が
漂
う
春
。
命
の
息
吹
が

若
草
に
乗
り
移
り
、
さ
っ
そ
う
と
リ
ズ
ム
を
奏

で
る
乾
い
た
風
の
初
夏
。

　
知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
多
く
の
皆
さ
ん
が
苦

労
し
、
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。
議
会
は
一
つ

で
も
二
つ
で
も
解
決
に
向
か
え
ば
と
日
々
奔
走

し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
ど
う
す
れ
ば
前
に
進
ん

で
い
け
る
の
か
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
一
番
良
い

方
向
は
何
か
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考
え
、
議
論
を
重

ね
て
い
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
の
予
算
が
成
立
し
多
く
の
事

業
が
動
き
出
し
ま
し
た
。
担
当
職
員
の
皆
さ
ん

と
意
見
を
交
わ
し
た
最
善
策
が
、
遠
野
の
歴
史

を
つ
く
っ
て
い
く
の
か
と
思
う
た
び
、
ど
こ
と

な
く
心
は
浮
き
立
ち
ま
す
。

　
何
か
新
し
い
こ
と
が
始
ま
り
そ
う
な
、
そ
ん

な
予
感
の
初
夏
で
す
。

 

（
美
之
）


